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児
島
惟
謙
歿
後
百
年
記
念
展
の
記
録

藤　

原　

有　

和

は
じ
め
に

　

年
史
資
料
展
示
室
で
は
、
関
西
大
学
の
前
身
で
あ
る
関
西
法
律

学
校
創
立
者
群
像
の
な
か
で
中
心
的
役
割
を
は
た
し
た
児
島
惟
謙

（
一
八
三
七

－

一
九
〇
八
。「
兒
島
」
姓
は
「
児
島
」
に
統
一
し
た
。
以

下
同
じ
）
の
歿
後
百
年
を
記
念
し
て
、平
成
二
十
年
度
企
画
展
「
正

義
を
権
力
よ
り
護
れ
―
児
島
惟
謙
歿
後
百
年
記
念
展
―
」
を

開
催
し
た
。

　

開
催
期
間
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三

月
末
日
ま
で
。
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
大
学
が
定
め
た
休
日

は
閉
館
。
但
し
、
校
友
会
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
教
育

後
援
会
総
会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
行
事
開
催
日
は
開

館
し
た
。

　

今
回
の
展
示
テ
ー
マ
の
決
定
、
準
備
作
業
、
展
示
の
構
成
と
内

容
、
そ
の
ほ
か
展
示
に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
以
下
に
記

す
。

企画展チラシ
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一　

展
示
の
方
針
と
準
備

　

関
西
大
学
で
は
、
平
成
三
年
に
大
津
事
件
判
決
一
〇
〇
周
年
記

念
行
事
（
法
学
研
究
所
主
催
）
の
一
環
と
し
て
、「
児
島
惟
謙
と
関

西
大
学
展
」（
五
月
十
一
日
〜
二
十
七
日
）
を
図
書
館
で
開
催
し
て

い
る
。
前
回
の
展
示
は
大
津
事
件
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
、

今
回
の
展
示
で
は
、
そ
れ
と
の
重
複
を
避
け
、
関
西
大
学
と
児
島

惟
謙
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
す
る
こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
、
従
来

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
父
親
と
し
て
の
児
島
惟
謙
に
も
焦
点
を

あ
て
た
。

関
西
大
学
と
児
島
惟
謙

　

関
西
大
学
が
、
復
興
か
消
滅
か
の
岐
路
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た

終
戦
直
後
、
第
十
七
代
学
長
と
な
っ
た
岩
崎
卯
一
（
一
八
九
一

－

一
九
六
〇
）
は
、「
関
大
祖
宗
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
関
大
創

立
者
群
像
の
一
人
、
児
島
惟
謙
に
注
目
し
た
。『
関
西
大
学
学
報
』

関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
特
輯
号
（
第
二
二
六
号
）
に
、「
関
大
の
始
祖
、

児
島
惟
謙
先
生
を
憶
ふ
―
正
義
を
権
力
よ
り
衞
れ
―
」
と
題

す
る
巻
頭
文
を
載
せ
、
そ
の
末
尾
で
、「
わ
れ
ら
関
西
大
学
の
後

進
は
、
母
校
の
始
祖
児
島
惟
謙
先
生
よ
り
何
を
学
び
と
ら
ん
と
す

る
か
。
そ
れ
は
関
大
学
風
の
根
幹
た
る
〝
正
義
の
権
力
よ
り
の
守

護
〞
で
あ
る
（
後
略
）」
と
述
べ
て
い
る
。

『関西大学学報』226号岩崎卯一の巻頭文
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し
か
し
、
当
時
こ
の
児
島
惟
謙
論
は
、
理
事
者
側
か
ら
も
同
僚

教
授
か
ら
も
冷
や
か
な
眼
で
見
ら
れ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
後
、
学
生
た
ち
の
あ
い
だ
で
「
惟
謙
ブ
ー
ム
」
が
お
こ
る
。
昭

和
二
十
八
年
十
一
月
に
開
か
れ
た
大
学
祭
に
お
け
る
雄
弁
会
と
新

聞
会
共
催
の
第
一
回
惟
謙
祭
で
は
、「
正
義
を
権
力
よ
り
護
れ
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
岩
崎
卯
一
が
「
関
西
大
学
と
惟
謙
」
と
題
し

て
講
演
し
、児
島
惟
謙
の
長
女
西
園
寺
寿
代
子
、二
女
辰
馬
愛
子
、

三
男
児
島
俊
之
助
が
招
か
れ
て
、
父
親
児
島
惟
謙
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
（『
関
西
大
学
新
聞
』
復
刊
第
八
八
・
八
九
合
併
号
）。

　

雄
弁
会
主
催
の
惟
謙
祭
は
、
昭
和
四
十
三
年
（
第
十
一
回
）
ま

で
続
く
。
岩
崎
学
長
が
提
唱
し
た
学
風
は
、
学
生
運
動
な
ど
の
影

響
で
大
学
祭
が
中
断
す
る
ま
で
、
雄
弁
会
を
中
心
と
す
る
学
生
の

あ
い
だ
で
尊
ば
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

展
示
に
関
し
て
は
、テ
ー
マ
と
し
て
「
正
義
を
権
力
よ
り
護
れ
」

こ
そ
、も
っ
と
も
相
応
し
く
、こ
れ
以
外
に
な
い
と
判
断
す
る
と
、

準
備
作
業
も
著
し
く
進
捗
し
た
。

第 1回惟謙祭写真

第11回惟謙祭プログラム

遺
族
の
協
力

　

辰
馬
和
代
氏
（
二
女
愛
子
の
嫁
ぎ
先
、
辰
馬

家
）
か
ら
は
、
二
女
愛
子
の
結
婚
に
際
し
て

父
児
島
惟
謙
が
渡
し
た
懐
剣
と
自
筆
書
簡
を

拝
借
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
児
島
惟
謙
・
重
子

夫
妻
、
辰
馬
利
一
・
愛
子
夫
妻
の
写
真
も
。

後
日
、
仏
壇
の
引
き
出
し
か
ら
見
つ
か
っ
た

と
連
絡
を
受
け
た
、
辰
馬
喜
十
郎
と
惟
謙
が

並
ん
で
正
座
し
た
写
真
も
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
。
な
お
、こ
の
写
真
は
、田
畑
忍
著
『
児
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島
惟
謙
』（
昭
和
三
十
八
年
、
吉
川
弘
文
館
）
の
口
絵
に
児
島
惟
謙

の
部
分
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
児
島
鐵
也
氏（
児
島
惟
謙
令
孫
、三
男
俊
之
助
長
男
）か
ら
は
、

お
そ
ら
く
長
男
正
一
郎
が
北
京
の
日
本
公
使
館
に
赴
任
す
る
直
前

に
一
族
全
員
で
撮
っ
た
と
思
わ
れ
る
写
真
や
第
一
回
惟
謙
祭
な
ど

の
写
真
の
提
供
を
受
け
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
拝

聴
で
き
た
。

　

さ
ら
に
緒
方
眞
澄
氏
（
児
島
惟
謙
父
緒
方
惟
彬
の
実
家
）
か
ら
は
、

児
島
が
惟
蔵
と
名
乗
っ
て
い
た
と
き
の
緒
方
惟
貞
宛
書
簡
と
将
来

衆
議
院
議
員
に
立
候
補
す
る
際
の
協
力
を
求
め
た
緒
方
陸
朗
宛
書

簡
を
拝
借
し
た
。

　
（
財
）
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
、
宇
和
島
市
役
所
、
大
津
市

歴
史
博
物
館
、
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

な
ど
の
公
的
機
関
か
ら
も
年
表
に
掲
載
す
る
写
真
や
展
示
に
関
す

る
情
報
の
提
供
に
あ
ず
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
未
公
開
資
料
を
含

む
三
十
五
点
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

二　

展
示
の
内
容

　

ま
ず
、「
ご
あ
い
さ
つ
」で
本
企
画
展
の
意
義
に
ふ
れ
、年
表（「
児

島
惟
謙
と
そ
の
時
代
」）
で
は
、
児
島
が
幕
末
維
新
の
激
動
期
か
ら

近
代
国
家
建
設
の
時
代
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

展
示
ケ
ー
ス
に
は
、
懐
剣
、
書
簡
類
を
展
示
し
、
壁
面
に
第
一
回

惟
謙
祭
を
報
じ
る
新
聞
記
事
パ
ネ
ル
、
大
津
事
件
大
審
院
判
決
書

（
写
し
）、
校
友
北
條
秀
司
作
「
司
法
権
」
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
掲

げ
た
。

　

展
示
室
中
央
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、「
司
法
官

児
島
惟
謙
」、「
護
法
の
神
児
島
惟
謙
」、「
児
島
惟
謙
と
関
西
法
律

学
校
」、「
児
島
惟
謙
と
関
西
大
学
」
の
四
つ
の
テ
ー
マ
で
、
合
わ

せ
て
十
八
枚
の
写
真
パ
ネ
ル
を
揃
え
た
。

児島惟謙と辰馬喜十郎

児島家の肖像
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つ
ぎ
に
展
示
目
録
を
引
用
し
て
、
内
容
の
紹
介
と
し
た
い
。

展
示
ケ
ー
ス
（
口
絵
参
照
）

①
写
真　

児
島
惟
謙
の
肖
像

　
「
こ
の
世
へ
叱
り
に
生
れ
て
き
た
み
た
い
だ
」（『
関
西
大
学
新
聞
』

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
五
・
十
八
日
合
併
号
）
と
わ
が
子
に
い

わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
穏
や
か
な
ま
な
ざ
し
を
し
て
い
る
。

 

辰
馬
和
代
氏
提
供

②
写
真　

児
島
惟
謙
の
妻
、
重
子
の
肖
像 

辰
馬
和
代
氏
提
供

③
写
真　

児
島
家
の
肖
像

　

前
列
左
か
ら
二
女
辰
馬
愛
子
、
妻
児
島
重
子
、
長
女
西
園
寺
寿

代
子
、
長
男
正
一
郎
母
・
村
越
由
子
、
孫
西
園
寺
実
。
後
列
左

か
ら
、
辰
馬
利
一
、
二
男
児
島
富
雄
、
西
園
寺
亀
次
郎
、
三
男

児
島
俊
之
助
、
長
男
児
島
正
一
郎
。 

児
島
鐵
也
氏
提
供

④
二
女
愛
子
宛
児
島
惟
謙
書
簡

　

明
治
二
十
八
年
四
月
、
二
女
愛
子
が
辰
馬
利
一
と
結
婚
す
る
に

際
し
て
、
夫
の
両
親
に
は
孝
を
、
夫
に
は
貞
を
尽
し
、
使
用
人

に
は
恩
威
を
も
っ
て
愛
し
む
よ
う
諭
し
て
い
る
。
実
家
の
東
京

と
嫁
ぎ
先
の
西
宮
は
、
汽
車
に
乗
れ
ば
、
十
八
時
間
で
逢
う
こ

と
も
で
き
る
の
で
、
長
い
間
逢
わ
な
い
の
は
、
め
で
た
い
こ
と

と
知
る
べ
き
だ
と
述
べ
、
追
伸
で
、「
お
愛
さ
ん
、
お
て
ん
婆

を
す
る
な
よ
」
と
語
り
か
け
て
い
る
。
嫁
ぐ
娘
へ
の
父
親
児
島

惟
謙
の
恩
愛
の
情
が
偲
ば
れ
る
。 

辰
馬
和
代
氏
所
蔵

⑤
懐
剣

　

明
治
二
十
八
年
四
月
、
二
女
愛
子
が
嫁
ぐ
と
き
、「
爾
後
は
何

事
に
よ
ら
ず
相
談
ご
と
が
あ
れ
ば
、
是
（
懐
剣
）
に
し
な
さ
い
」

と
い
っ
て
、
父
児
島
惟
謙
が
手
渡
し
た
懐
剣
。

 

辰
馬
和
代
氏
所
蔵

⑥
関
西
法
律
学
校
の
講
師
、
校
主
、
幹
事
に
宛
て
た
児
島
惟
謙
の

書
簡
（
明
治
二
十
一
年
）

　

関
西
法
律
学
校
名
誉
校
員
で
あ
る
児
島
惟
謙
が
、
本
校
の
会
計

年
報
等
を
調
査
し
た
結
果
、
講
師
が
そ
の
会
計
事
務
等
の
雑
務

に
関
与
し
た
疑
い
が
あ
っ
た
た
め
、
講
師
、
校
主
、
幹
事
に
対

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
明
確
に
し
、そ
の
本
分
を
全
う
し
て
、

本
校
の
基
礎
を
固
め
、
将
来
に
盛
大
を
期
す
よ
う
諭
し
た
書
簡

（
複
製
） 

関
西
大
学
年
史
編
纂
室
所
蔵

⑦
緒
方
陸
朗
宛
児
島
惟
謙
書
簡　
（
明
治
二
十
七
年
四
月
十
日
）

　

児
島
は
、
緒
方
陸
朗
に
、「
政
府
が
議
会
に
対
し
て
非
立
憲
的
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で
あ
る
た
め
、
そ
の
弊
害
を
一
掃
し
て
、
人
民
の
権
利
を
維
持

し
よ
う
と
す
れ
ば
、衆
議
院
を
強
固
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
機
会
に
遭
遇
す
れ
ば
、
宇
和
郡
選
出
の
衆
議
院
議
員
に
な

り
た
い
が
、
被
選
挙
資
格
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
、
足
下
（
緒

方
）
所
有
の
田
畑
の
中
か
ら
地
租
十
五
円
以
上
を
三
年
間
、
老

生
（
児
島
）
の
名
義
で
納
税
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
て
い
る
。 

緒
方
眞
澄
氏
所
蔵

⑧
写
真　

緒
方
陸
朗
（
緒
方
家
十
六
代
惟
忠 

一
八
六
〇

－

一
九
三

五
） 

緒
方
眞
澄
氏
提
供

⑨
緒
方
惟
貞
宛
児
島
惟
蔵
書
簡
（
年
不
詳
）
八
月
二
十
五
日

　

児
島
は
久
し
ぶ
り
に
宇
和
島
へ
帰
省
し
た
が
、
緒
方
家
へ
挨
拶

に
行
く
こ
と
が
か
な
わ
ず
、代
わ
り
に
土
産
物
を
送
っ
た
の
で
、

受
取
っ
て
欲
し
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。
明
治
初
年
、
児
島
は
惟

蔵
と
い
う
通
称
も
使
っ
て
い
た
。 

緒
方
眞
澄
氏
所
蔵

⑩
写
真　

緒
方
惟
貞
（
緒
方
家
十
五
代　

一
八
二
二

－

八
三
）

　

惟
貞
は
、
明
治
三
年
三
月
、
野
村
騒
動
が
起
こ
り
、
領
内
各
地

の
農
民
一
万
数
千
人
が
野
村
庄
屋
に
押
し
か
け
た
と
き
、
農
民

に
食
糧
な
ど
を
提
供
す
る
一
方
、
農
民
代
表
を
集
め
、
藩
庁
と

の
間
に
立
ち
、
騒
動
を
解
決
し
た
。 

緒
方
眞
澄
氏
提
供

中
央
写
真
パ
ネ
ル

Ａ　

司
法
官 

児
島
惟
謙

　
　
　
　

①
児
島
惟
謙
三
十
七
歳
の
肖
像
（
明
治
六
年
十
二
月
撮
影
）

　

こ
の
頃
、
児
島
惟
謙
は
大
阪
か
ら
東
京
へ
も
ど
り
、
司
法
省
裁

判
所
民
事
課
詰
で
あ
っ
た
。

②
壮
年
時
代
の
児
島
惟
謙

③
大
阪
控
訴
院
長
時
代
の
撮
影
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
写
真

　

明
治
十
九
年
五
月
か
ら
明
治
二
十
四
年
四
月
ま
で
、
児
島
惟
謙

は
大
阪
控
訴
院
長
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
間
、
関
西
法
律
学
校
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の
創
立
に
寄
与
し
、
名
誉
校
員
と
し
て
監
督
的
役
割
を
果
た
し

た
。

④
大
審
院
長
時
代
の
写
真

Ｂ　

護
法
の
神 

児
島
惟
謙

　
　
　
　

①
大
礼
服
を
着
た
児
島
惟
謙

②
児
島
惟
謙
六
十
五
歳
の
肖
像
（
明
治
三
十
四
年
五
月
十
一
日
、
滋

賀
県
大
津
で
撮
影
）

③
児
島
惟
謙
と
辰
馬
喜
十
郎
（
明
治
三
十
四
年
、
西
宮
の
辰
馬
家
で

撮
影
）

　

二
女
愛
子
の
夫
で
あ
る
辰
馬
利
一
の
父
、
喜
十
郎
と
並
ん
で
正

座
す
る
児
島
惟
謙
。
二
人
は
と
て
も
仲
が
よ
か
っ
た
。

 

辰
馬
和
代
氏
提
供

④
宇
和
島
城
跡
搦
め
手
門
前
に
建
つ
児
島
惟
謙
像

⑤
出
生
地
に
建
つ
記
念
碑

Ｃ　

児
島
惟
謙
と
関
西
法
律
学
校

　
　
　
　

①
『
関
西
法
律
学
校
規
則
』（
明
治
十
九
年
十
月
）
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「
関
西
法
律
学
校
設
立
ノ
主
旨
」、「
関
西
法
律
学
校
規
則
」、「
関

西
法
律
学
校
々
員
規
則
」
か
ら
成
る
。
そ
の
末
尾
に
名
誉
校
員

と
し
て
「
大
阪
控
訴
院
長 

正
五
位 

兒
島
惟
謙
君
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。 

山
野
博
史
法
学
部
教
授
寄
贈

②
関
西
法
律
学
校
第
一
回
卒
業
式
を
報
じ
た
記
事
（『
大
阪
日
報
』

明
治
二
十
二
年
九
月
十
八
日
）
と
卒
業
式
後
の
懇
親
会
を
開
催
し

た
自
由
亭
（『
大
阪
市
中
近
傍
案
内
』
よ
り
）

③
関
西
法
律
学
校
の
校
長
、
講
師
、
三
年
生
の
集
合
写
真

　

明
治
二
十
四
年
四
月
二
日
撮
影
。
興
正
寺
に
は
「
関
西
法
律
学

校
」
の
校
名
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

④
発
祥
の
地
に
建
つ
記
念
碑
（
大
阪
市
西
区
京
町
堀
）

　

昭
和
四
十
九
年
三
月
、
関
西
法
律
学
校
が
開
設
さ
れ
た
願
宗
寺

跡
地
に
大
阪
市
の
顕
彰
史
跡
と
し
て
建
立
。
こ
の
写
真
は
同
年

五
月
、
久
井
忠
雄
理
事
長
、
明
石
三
郎
学
長
、
横
田
健
一
文
学

部
教
授
、
神
屋
敷
民
蔵
校
友
会
事
務
局
長
、
願
宗
寺
縁
故
者
ら

が
、
こ
の
記
念
碑
を
囲
ん
で
撮
影
し
た
も
の
。

Ｄ　

児
島
惟
謙
と
関
西
大
学

　
　
　
　

①
雄
弁
会
と
新
聞
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
い
た
第
一
回
惟
謙
祭（
昭

和
二
十
八
年
十
一
月
七
・
八
日
） 

児
島
鐵
也
氏
提
供

②
第
十
一
回
惟
謙
祭
（
昭
和
四
十
三
年
六
月
十
四
・
十
五
日
）
プ
ロ

グ
ラ
ム

③
「
正
義
を
権
力
よ
り
衞
れ
」
と
し
て
、
児
島
惟
謙
に
光
を
あ
て

た
岩
崎
卯
一
学
長
の
巻
頭
文
（『
関
西
大
学
学
報
』
関
大
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
特
輯
号
、
第
二
二
六
号
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日
）

④
図
書
館
（
当
時
。
現
簡
文
館
）
前
に
設
置
さ
れ
た
胸
像
の
除
幕
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式
（
昭
和
四
十
年
十
一
月
二
日
）

　

今
村
久
兵
衛
、
輝
久
父
子
の
作
。 

校
友
谷
口
隆
佳
氏
寄
贈

⑤
児
島
惟
謙
館
に
設
置
さ
れ
た
胸
像
の
除
幕
式
（
平
成
十
九
年
七

月
二
日
）

　

裁
判
所
構
成
法
施
行
五
十
周
年
記
念
と
し
て
大
審
院
に
設
置
さ

れ
た
胸
像
の
縮
小
像
。 

児
島
鐵
也
氏
寄
贈

壁
面
写
真
パ
ネ
ル

①
緒
方
家

　

児
島
惟
謙
の
父
、
惟
彬
の
実
家
で
あ
る
緒
方
家
は
代
々
、
宇
和

島
藩 

東
宇
和
郡
野
村
庄
屋
や
野
村
組
代
官
を
務
め
、
酒
造
業

を
営
む
。
児
島
惟
謙
は
、
嘉
永
五
年
、
十
六
歳
の
と
き
か
ら
三

年
間
、
同
家
十
五
代
惟
貞
の
下
で
酒
造
業
を
手
伝
い
な
が
ら
文

武
の
修
業
に
励
ん
だ
。
明
治
十
七
年
秋
写
す
。

 

緒
方
眞
澄
氏
提
供

②
写
真　

現
在
の
緒
方
家

③
写
真　

緒
方
酒
造
（
創
業 

宝
暦
三
年
）

④
死
を
覚
悟
で
大
津
へ

　

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
七
・
八
日
、
第
一
回
惟
謙
祭
が
、
関
西

大
学
創
立
六
十
七
周
年
記
念
大
学
祭
と
併
行
し
て
開
か
れ
た
。

こ
の
と
き
、
児
島
惟
謙
の
二
女
、
辰
馬
愛
子
氏
は
、
大
津
事
件

の
際
の
父
の
思
い
出
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
父
は
短
刀
を
懐

に
し
て
、『
お
父
さ
ん
は
も
う
帰
っ
て
こ
な
い
か
も
わ
か
ら
ん
ぞ
。

お
母
さ
ん
の
い
う
こ
と
を
き
い
て
孝
行
せ
よ
。
決
し
て
不
正
な

こ
と
を
し
て
は
い
か
ん
』
と
戒
め
ら
れ
た
こ
と
を
今
で
も
忘
れ

て
お
り
ま
せ
ん
」（「
関
西
大
学
新
聞
」
復
刊
八
八
・
八
九
合
併
号
、

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
五
・
十
八
日
）。

第 1回惟謙祭を報じる新聞記事
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⑤
大
津
事
件
大
審
院
判
決
書
（
写
）

　

大
津
事
件
で
は
、
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
を
切
り
つ
け
た
巡

査
津
田
三
蔵
に
「
皇
室
ニ
対
ス
ル
罪
」
を
類
推
適
用
し
て
極
刑

に
処
し
よ
う
と
し
た
政
府
と
、「
普
通
人
ニ
対
ス
ル
罪
」
を
適

用
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
大
審
院
長
児
島
惟
謙
が
対
立
し

た
。
結
局
、
大
審
院
は
、「
普
通
人
ニ
対
ス
ル
罪
」（
謀
殺
未
遂

ノ
犯
罪
）
を
適
用
し
て
、
無
期
徒
刑
と
し
た
。
こ
の
判
決
は
、

司
法
権
の
独
立
を
護
っ
た
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　

児
島
が
勅
語
（「
今
般
露
国
皇
太
子
ニ
関
ス
ル
事
件
ハ
国
家
ノ
大
事

ナ
リ
、
注
意
シ
テ
速
ニ
処
分
セ
ヨ
」）
を
も
と
に
し
て
裁
判
官
達

に
圧
力
を
加
え
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る

が
、
児
島
と
し
て
は
、
勅
語
を
も
と
に
司
法
部
を
統
一
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
法
治
主
義
を
遵
守
し
、
国
家
の
威
信
を
回
復
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
最
高
裁
判
所
か
ら
関
西
大
学
法
学
研
究

所
へ
の
寄
贈
品
）

⑥
「
司
法
権
」
―
北
條
秀
司
作 

二
幕

　

こ
の
戯
曲
「
司
法
権
」
は
、
児
島
惟
謙
が
「
大
津
事
件
」
の
際

に
は
た
し
た
業
績
を
、
卒
業
生
の
文
化
功
労
者
北
條
秀
司
が
描

い
た
も
の
。
昭
和
二
十
九
年
十
月
、
東
京
明
治
座
で
初
演
。
関

西
大
学
創
立
八
十
周
年
記
念
上
演
。

　

な
お
、
会
期
中
に
一
部
展
示
を
替
え
た
。
辰
馬
家
所
蔵
の
懐
剣

と
書
簡
は
、
八
月
六
日
ま
で
展
示
し
、
秋
学
期
に
は
複
製
書
簡
を

展
示
し
た
。
緒
方
家
所
蔵
書
簡
は
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催

さ
れ
た
八
月
二
十
三
日
か
ら
翌
年
一
月
二
十
三
日
ま
で
展
示
し
た
。

三　

児
島
惟
謙
の
郷
土
宇
和
島

　

企
画
展
開
催
が
機
縁
と
な
っ
て
、
宇
和
島
市
・
宇
和
島
市
教
育

委
員
会
主
催
の
児
島
惟
謙
没
後
百
年
記
念
行
事
に
参
加
し
た
。
七

月
五
日
午
前
十
時
か
ら
、
宇
和
津
彦
神
社
の
児
島
惟
謙
鎮
魂
碑
前

で
神
事
が
営
ま
れ
、続
け
て「
こ
れ
か
た
太
鼓
」が
披
露
さ
れ
た
。

午
後
二
時
か
ら
、場
所
を
宇
和
島
市
庁
舎
二
階
大
ホ
ー
ル
に
移
し
、

児
島
惟
謙
没
後
百
年
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
石
橋
寛
久
市

長
、
明
神
崇
彦
教
育
長
、
児
島
鐵
也
氏
の
挨
拶
の
あ
と
、
熊
博
毅

関
西
大
学
学
術
セ
ン
タ
ー
次
長
は
、
児
島
惟
謙
と
関
西
大
学
と
の

縁
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

近
藤
俊
文 

宇
和
島
歴
史
文
化
研
究
会
会
長
、
緒
方
眞
澄 

西
南

四
国
歴
史
文
化
研
究
会
会
長
の
児
島
惟
謙
に
関
す
る
講
演
を
、
小

学
生
の
グ
ル
ー
プ
が
最
前
列
で
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
の
が
印
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象
深
い
。

　

当
日
、
地
元
の
萩
山
正
治
医
師
か
ら
、
衆
議
院
議
員
時
代
の
児

島
が
地
租
増
徴
反
対
運
動
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
児
島
の

自
筆
書
簡
を
拝
見
し
た
（「
児
島
惟
謙
と
地
租
増
徴
反
対
運
動
」『
愛

媛
県
医
師
会
会
報
』
第
八
三
七
号
、
平
成
二
十
年
）。
ま
た
、
池
本
覺

氏
に
よ
っ
て
、
児
島
惟
謙
の
母
宛
書
簡
の
研
究
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
（『
も
う
一
人
の
児
島
惟
謙　

母
那
保
子
に
宛
て
た

書
簡
よ
り
』
平
成
十
七
年
、
南
風
印
刷
）。

　

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日
、
池
本
氏
の
好
意
に
よ
り
、
三

間
町
の
正
法
寺
に
児
島
が
建
て
た
母
那
保
子
の
墓
、
母
の
実
家
太

宰
家
の
墓
地
に
建
つ
児
島
惟
謙
の
墓
、
黒
井
地
の
庄
屋
太
宰
遊
淵

が
私
財
を
投
じ
て
築
い
た
中
山
池
を
廻
り
、
氏
が
考
証
さ
れ
た
母

那
保
子
の
住
居
跡
に
も
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
（
惟
謙
が
生
れ
る

と
ま
も
な
く
離
縁
し
た
た
め
、
二
人
は
別
れ
て
暮
ら
さ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
）。四　

企
画
展
を
開
催
し
て

　

平
成
十
八
年
十
月
十
五
日
の
開
館
以
来
、
年
史
資
料
展
示
室
へ

の
入
館
者
数
は
、
平
成
十
八
年
度
、
一
四
五
三
人
、
平
成
十
九
年

度
、
七
三
八
三
人
、
平
成
二
十
年
度
、
六
五
七
一
人
（
二
月
二
十

八
日
現
在
）、
総
計
一
万
五
四
〇
七
人
で
あ
る
。

　

日
頃
は
、
展
示
室
の
隣
に
あ
る
事
務
室
で
仕
事
を
し
て
い
る
た

め
、
展
示
品
の
説
明
は
不
十
分
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
校
友

会
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
教
育
後
援
会
総
会
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
行
事
開
催
日
は
、
終
日
展
示
会
場
に
常

駐
し
て
、
展
示
品
の
解
説
に
努
め
た
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
、
母
親
と
い
っ
し
ょ
に
訪
れ
た
あ

これかた太鼓
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る
高
校
生
は
、
関
西
法
律
学
校
第
一
回
卒
業
生
の
な
か
に
同
郷
の

人
を
見
つ
け
て
、
ぜ
ひ
本
学
の
史
学
科
に
進
ん
で
勉
強
し
た
い
と

言
っ
て
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。
ま
た
、
教
育
後
援
会
総
会
の
日
は

多
数
の
来
館
者
で
狭
い
部
屋
は
い
っ
ぱ
い
に
な
る
が
、
宇
和
島
か

ら
訪
れ
た
あ
る
女
性
は
、
誇
り
に
思
っ
て
い
る
児
島
惟
謙
が
関
西

大
学
と
結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
、

と
語
っ
て
い
た
。

　

新
学
期
が
始
ま
る
と
新
入
生
へ
の
導
入
授
業
で
訪
れ
る
学
生
も

多
く
、今
後
と
も
年
史
資
料
展
示
室
の
積
極
的
活
用
が
望
ま
れ
る
。

　

当
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
児
島
惟
謙
関
係
の
資
料
と
し
て
は
、
児

島
惟
富
氏
（
児
島
惟
謙
曾
孫
、
二
男
富
雄
孫
）
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

写
真
資
料
を
保
存
し
て
い
る
が
、今
回
の
企
画
展
開
催
に
よ
っ
て
、

こ
の
資
料
群
を
大
い
に
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
資
料
収
集
に

い
っ
そ
う
励
む
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
さ

ら
な
る
創
意
工
夫
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

（
ふ
じ
わ
ら　

あ
り
か
ず　

出
版
課 

年
史
編
纂
室
）


